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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

□２.環境 □６.景観 4

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 5

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号：

□1.省人化 ■5.耐久性向上 □9.地球環境への影響抑制 3
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 5
（選択） ■3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 6

□4.施工精度向上 □8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号：

従来技術名：

1.経済性 ■1.向上（1.7％）　□2.同程度　□3.低下（　％）　 番号： 1
2.工程 ■1.短縮（76.2％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 鹿島道路㈱、住友大
阪セメント㈱

販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

1-3-7.道路／橋梁工

評価（事前・事後）

分類

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

KT-090029-A 評価無し

活用の効果

当て板補強工法
1.7
76.2

区分

新技術概要説明資料（１／５）

名称 SFRCボンド補強工法
収受受付年月日 平成24年4月5日

番号：
1

変更受付年月日

登録番号

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日

関東地方整備局 2009.07.21

エポキシ系接着剤を用いた接着接合型SFRC舗装による道路
橋鋼床版の補強工法、RC床版増し厚工法にも適用可能

開発年

問合せ先

鹿島道路株式会社 〒112-8566 東京都文京区後楽1-7-27

技術部
03-5802-8014

山下　雄史

03-5802-8045

03-5802-8011

takeshiy@kajimaroad.co.jp

登録No. 1416

2

平成21年7月21日

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

　近年、一部の鋼床版橋梁において、予想以上の交通荷重にさらされる鋼床版デッキプ
レートとUリブ溶接部分等に疲労亀裂が確認されています。この主な原因として大型車
両の軸荷重の増大、通行輪数の増加があげられ、これらの原因に対しては鋼床版剛性不
足に起因すると考えられています。
　鋼床版上SFRC舗装とは、ベースとなるコンクリートにスチールファイバを混入した鋼
繊維補強コンクリート（Steel　Fiber　Reinforced　Concrete)を製造し、締固めを行
い、鋼床版とコンクリートの接着には専用エポキシ樹脂接着剤を用いることで鋼床版と
一体化させて鋼床版の剛性を向上させるとともに溶接部へのひずみ集中を抑制する『鋼
床版の恒久的補強工法』です。RC床版のCON上面増し厚工法にも適用します。

〒112-8566　東京都文京区後楽1-7-27

技術営業部 03-5802-8042

針谷　孝伸

鹿島道路株式会社

harigai@kajimaroad.co.jp

mailto:takeshiy@kajimaroad.co.jp�
mailto:harigai@kajimaroad.co.jp�


SFRCボンド補強工法 登録No.

SFRCボンド補強工法

（施工方法）

（施工単価等） 1（2）

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

A-2

①既設舗装撤去
②研掃（ショットブラスト）：露出した鋼床版面を研掃する。
③スタッドジベル設置：スタッドジベルを設置する。
④接着剤塗布：施工面全面に接着剤を塗布する。
⑤グリッド筋設置：全面もしくは主桁上にグリッド筋を設置する。
⑥SFRC打設：鋼繊維補強コンクリートを打設する。
その後、シート養生を行い完了。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

3,000m2当り：203,220,000円

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・桁損傷が著しく鋼床版のみの補強では不十分と考えられる箇所には適用できない。
・施工条件（車線規制の有無、施工時間の制約など）により、日施工量が変動するので詳細な
施工計画策定が必要である。

（長　所）
・鋼繊維補強コンクリートを使用することにより、鋼床版とUリブの溶接部分等における発生
応力を低減し、鋼部材の疲労損傷を抑制することで、橋梁の耐久性向上が期待できる。
・鋼床版とコンクリートの両者を一体化し剛性を向上させることで、鋼床版剛性不足に起因す
る車両走行時の路面陥没や平坦性・わだち等の路面性状低下等を回避し、ドライバーの走行時
における安全性確保に寄与する。・工期短縮が図れます。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

自社歩掛

土木工事施工管理基準
土木工事共通仕様書：レディミクストコンクリート取扱い基準に準じる



登録No. 1416

SFRCボンド補強工法

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

（適用できる条件）
・道路橋鋼床版（新設・修繕）。橋梁全面のみでなく部分補修でも適用可能。
・疲労による亀裂などの損傷が広範囲に認められる箇所。
・重交通路線。

・橋梁構造によっては、設計段階においてFEMにより補強効果の解析を行う必要がある（例：建設
時期によってはリブ間隔が現基準と大きく異なることがある）。
・施工条件（車線規制の有無、施工時間の制約など）により日施工量が変動するので、詳細な施
工計画策定が必要である。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 SFRCボンド補強工法

A-3

（適用できない条件）
・桁損傷が激しく鋼床版のみの補強では不十分と考えられる箇所。

課題：日施工量の増加（各作業における合理化）
今後の開発計画：施工機械の改良・開発

自社構内において試験施工を実施し、鋼床版（模擬）との付着程度を確認した。
構内に設置した模擬鋼床版とSFRCの付着強度を確認するため建研式引張試験による引張試験を実
施

試験施工結果（模擬鋼床版とSFRCの付着強度）

・降雨時もしくは、施工中に降雨が予想される場合には、施工を中断もしくは中止する。
・養生期間は施工時期の気温や現場状況を勘案し決定する。
・接着剤が硬化する前に、コンクリート打設が完了し、鋼床版との付着が良好であるのを確認す
る。

1.報文「供用下におけるSFRCによる鋼床版の疲労対策」；児玉・後藤・加形・近藤、橋梁と基礎
vol.40,№11、2006.11



A-4

登録No. 1416

SFRCボンド補強工法 公共機関： 25 民間：

発　注　者 施工時期
国土交通省 2007.7～

　　　　　2008.2

首都高 2009.4～
　　　　　2009.7

首都高 2009.9～
　　　　　2010.3

首都高 2009.9～
　　　　　2010.3

名古屋市緑政土木局 2009.10～
　　　　　2010.3

東京都 2009.8～
　　　　2009.11

東京都 2010.8～
　　　　2010.11

国土交通省 2010.12～
　　　　　2011.3

西日本高速道路 2011.8～
　　　　　2012.2

首都高 2012.2～
　　　　2012.8

0

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 SFRCボンド補強工法

工　事　名

鋼床版補強工事2-2

中国道宮ノ前高架橋（下り線）床版補
強工事

石岡跨線橋SFRC舗装工事

平成22年度城南大橋橋面舗装改良
工事

天白大橋補修工事

平成21年度城南大橋橋面舗装改良
工事

国道50号大平高架橋舗装修繕工事

土木維持工事21-2

土木維持補修21-3

SJ11工区～SJ34工区舗装その他工
事



登録No. 1416
SFRCボンド補強工法

#

1

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 SFRCボンド補強工法

A-5

舗装版撤去工 床版研掃工

KSボンド塗布工 グリッド筋設置工

SFRC打設状況 養生状況
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